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木曽岬町議会だより

44億9,500万円に！44億9,500万円に！44億9,500万円に！
一般会計補正予算
歳入歳出に1億500万円を追加し
予算
総額

定
例
会

木
曽
岬
町
議
会

第2回
平成29年

骨格予算から本格予算へ移行
44億9,500万円

当 初 予 算

44億9,500万円44億9,500万円

議会費
5642万（1%）

総務費
16億1810万

（36%）

民生費
7億2241万
（16%）

衛生費
2億4799万（6%）

土木費
3億9998万（9%）

消防費
6億8205万（15%）

教育費
3億6000万（8%）

公債費
1億1580万（3%）

予備費
622万（0.1%）

商工費
1479万（0.3%）

農林水産業費
2億7126万（6%）

43億9,000万円

議会費
5440万（1%）

総務費
15億9063万（36%）

民生費
7億1485万（16%）

衛生費
2億4730万（6%）

土木費
4億939万（9%）

消防費
6億8140万（16%）

教育費
2億9241万（7%）

公債費
1億1521万（3%）

予備費
622万（0.2%）

商工費
1231万（0.3%）
農林水産業費
2億6589万（6%）

補正額の内訳

1億500万円

議会費
202万円増

総務費
2747万円増

民生費
755万円増
衛生費
68万円増
農林水産業費
537万円増

土木費
942万円減消防費

65万円増

教育費
6759万円増

公債費
58万円増

商工費
248万円増

予備費 3千円減

複合型施設建設に関する
教育予算が

約6,700万円にのぼる。

※万単位で四捨五入されているため合計とは一致しません。
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建
設
中
の
町
民
ホ
ー
ル
、

図
書
館
の
備
品
関
係
等
に

５
、０
０
０
万
超
の
予
算

建
設
中
の
町
民
ホ
ー
ル
、

図
書
館
の
備
品
関
係
等
に

５
、０
０
０
万
超
の
予
算

完成間近の教育文化棟完成間近の教育文化棟

　
今
年
１１
月
の
完
成
を
目
指
し

て
現
在
建
設
中
の
町
民
ホ
ー

ル
、
図
書
館
に
つ
い
て
今
回
の

定
例
会
で
は
大
幅
な
予
算
補
正

が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
民
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

ス
タ
ッ
キ
ン
グ
ス
ツ
ー
ル
１
１

５
脚
、
演
台
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
等
の
備
品
購
入
に
７
３
８
万

円
。

　
ま
た
図
書
館
は
什
器
関
係
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
に
配
置
す
る
デ

ス
ク
や
椅
子
の
他
、一
般
図
書
、

児
童
図
書
を
購
入
す
る
た
め
の

備
品
購
入
費
と
し
て
４
，
７
１

０
万
５
千
円
。

　
他
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド

の
印
刷
代
、
司
書
の
委
託
料
等

合
わ
せ
る
と
５
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

•教育費寄附金 100万円
•財政調整基金繰入金 11,800万円

•地方創生推進交付金 750万円 •複合型施設、図書館、町民ホール備品購入費
 5,880万円

•町道鍋田川線整備工事費用、修繕工事費用
 860万円
•中部幼稚園・保育園プール購入費、園庭・駐車場拡
　張工事設計委託料 530万円

•木曽岬わいわい市場における三重大学との人材育成
　プログラム共同研究費 1,530万円

•社会保障・税番号制度システム整
　備費補助金 41万円
•社会資本整備総合交付金
 △2,416万円

主
な
歳
出
補
正

主
な
歳
入
補
正
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■議案第31号
　「平成29年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計
　補正予算（第１号）について」
質問　図書館費の備品購入費の内訳は。
回答　什器関係が約3,100万円で内訳は雑誌架、
　　　新聞架各１台、木筋書架１５台、児童図
　　　書コーナーの書架２台、キャレルデスク
　　　25席、案内サイン、受付カウンターであり、
　　　図書館開館時２万冊の配架に不足する
　　　7,000冊の購入費として約1,600万円を計
　　　上しています。
質問　図書館業務委託料の219万7千円は司書
　　　５か月分と聞いたが多額では。
回答　常勤司書１名を配置する費用です。
質問　自主運行バス運行事業委託料の詳細な内
　　　容は。
回答　当町が所有している４台の自主運行バス
　　　それぞれの車外の前方と車内の２箇所に
　　　ドライブレコーダーを設置します。平成
　　　28年に発生した軽井沢のスキーバスの
　　　事故によって、国土交通省において対策
　　　検討委員会が設置され、その中で貸切バ
　　　ス事業者にドライブレコーダーの設置を
　　　今後義務付けていく内容の方針が示され
　　　ました。この映像を活用して指導、監督
　　　を実施することを事業者に義務付けるこ
　　　とで更に安全性を高めるためです。
　　　当町の自主運行バスは貸切バス事業に該
　　　当はしませんが、安全性を高めるために
　　　方針に従って設置をする方向で計上しま
　　　した。
質問　ドライブレコーダーを購入するのになぜ
　　　委託料として計上しているのか。
回答　機器の購入だけではなく、機器を使って
　　　映像の記録、保存、システムの調整、映
　　　像を使用して運転手に対する指導、監督
　　　等一連の安全管理業務を行うためです。

質問　委託先はバスの運行者等ではなく別の事
　　　業体なのか。
回答　システム管理については運行事業者です
　　　が、運行事業者から外部へ委託して専門
　　　的にみてもらうことになっています。
質問　AEDの購入がわかっていたならなぜ補
　　　正予算で計上しているのか。
回答　リース契約をしており当初はリースの延
　　　長を考えていたが、行政全体で考え買取
　　　することになったためです。
質問　児童福祉費、保育所費の実施設計委託料
　　　の内訳は。
回答　中部幼稚園・保育園の駐車場及び園庭の
　　　見直しに伴う設計委託料です。現在、行
　　　事の開催時において保護者の方々から手
　　　狭とのご意見が多く、行事開催時に支障
　　　をきたさないような遊具の配置替えや園
　　　庭及び駐車場の拡張を計画しています。
　　　また、外構の整備工事も計画しています。
質問　総務管理費、企画費の委託料930万円の
　　　内訳は。
回答　木曽岬町わいわい市場人材育成プログラ
　　　ムのための三重大学との共同研究に700
　　　万円、新たな拠点整備事業に230万円です。
　　　700万円の主な内訳として、プロデュース
　　　料、ゲスト、講師招聘料、大学生の交通費、
　　　企画の運営費、ポスターデザイン、印刷
　　　製本費などのPR費用、キッズデザイン賞
　　　に向けて子どもたちの取組みを事業申請
　　　していくための費用、子どもたちに配る
　　　ジュニア観光大使の名刺の商品化の経費
　　　などです。新たな拠点整備事業について
　　　は人材育成、組織づくり、基本構想を作
　　　成するための座談会の発足と整備手法の
　　　検討のための業務委託料を計上しました。
質問　新行政不服審査制度対応支援業務委託料
　　　の内容は。
回答　行政不服審査法の大幅な改正に伴い、今
　　　後申請の増加が予測されるため新制度の
　　　内容を職員が理解するための研修、行政
　　　不服審査法全般の運用について町として
　　　のマニュアル設定の委託をします。

議 案 質 疑
質疑が行われた議案に関して、
主な内容を紹介します。
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■議案第32号
　「木曽岬町個人情報保護条例の一部を改正す
　る条例の制定について」
質問　情報提供ネットワークシステムが使用可
　　　能となり、運用が拡大されるという解釈
　　　か。
回答　これまでの法定事務のみで使用できてい
　　　たものが、改正によって条例事務でも利
　　　用できることになり拡大されることにな
　　　ります。
質問　拡大することによって情報漏えいの危惧、
　　　自治体事務の煩雑さ、住民への影響は。
回答　情報提供ネットワークシステムの中で取
　　　り扱われる情報は一般の住民の方に提供
　　　するものではなく、こういった事務に従
　　　事する自治体、国の機関等が使用するも
　　　ので、情報漏えいはないと考えられます。
　　　自治体職員が情報漏えいのミスをするこ
　　　とも考えられますが、安全基準、公表基
　　　準を徹底することで対応は可能と思われ
　　　ます。

■議案第33号
　「木曽岬町委員会の委員等の報酬及び費用弁
　償に関する条例の一部を改正する条例の制定
　について」
質問　能率給はどのように支給されるのか。
回答　今回の一部改正にあわせて支給に関する
　　　規則を施行する予定です。国によって決
　　　められた活動内容に応じた活動があった
　　　場合に支給するというもので統一して適
　　　用されます。
質問　一般企業のように営業成績や資格取得な
　　　ど頑張った人にたくさん能率給がもらえ
　　　るというシステムではないということか。
回答　国が定める活動内容があったかの報告は
　　　必要です。一例として最適化業務活動日
　　　誌というものをつけて記録をとり、この
　　　記録に基づいて実績に応じて予算の範囲
　　　内で支給するということになります。
質問　農地利用最適化推進委員はなぜ日額報酬
　　　なのか。

回答　活動内容がすべての地域の農業推進委員
　　　さんで一緒というわけではないので、活
　　　動内容における日数を根拠として日額報
　　　酬としました。
質問　基本給は条例化して数字が出ているが、
　　　能率給だけは規則で定める理由は。
回答　能率給の支給については国の通達で細部
　　　はそれぞれの市町において定めることと
　　　なっています。支給に関することについ
　　　ては規則で決めさせていただきます。

■議案第36号
　「木曽岬町北部地区津波避難タワー建築工事
　契約について」
質問　当初予算の1億4,353万円と今回予定価
　　　格の1億5,580万円の差は。
回答　概算設計と発注時の予定価格を組んだ時
　　　の単価の取り方の基準日の違いです。
質問　一般競争入札と事後審査型でどれほどの
　　　違いがあるのか。
回答　一般競争入札は基本的に事後審査型を適
　　　用しています。業者に入札に参加いただ
　　　いて、入札結果が整った後で資格審査を
　　　する。一般競争入札は通常このような形
　　　が多いと考えます。
質問　中部幼稚園・保育園の駐車場にできると
　　　のことだが、今回の補正で駐車場が拡大
　　　される整備工事との兼ね合いは。
回答　既存の駐車場の一番南側の水路側に設置
　　　する予定で、当然ご迷惑をかけることに
　　　なると思うが、現状より少し台数を減ら
　　　すことと、今の駐車場とまた別のところ
　　　に駐車場ができると聞いております。
質問　収容人数450人ということだが対象地域
　　　はどこからどこまでか。
回答　一時避難所なので原則はありませんが、
　　　見入地区、辰高地区を含めた北部一帯の
　　　ところの方のための避難所と考えており
　　　ます。

議 案 質 疑
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一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が

聞
き
た
い

３
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

7●
個
人
番
号
制
度
に
つ
い
て

●
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

●
商
業
・
観
光
等
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

８
番
議
席  

中
川
和
子 

議
員

ペ
ー
ジ
数

8●
道
路
問
題
に
対
し
て
今
後
の
取
組
み
は

３
番
議
席  

加
藤
眞
人 

議
員

ペ
ー
ジ
数

9●
町
長
の
公
約
に
つ
い
て

６
番
議
席  

三
輪
一
雅 

議
員Q&AQ&A

こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、

質
問
議
員
本
人
が
作
成
し
た
原
稿
を

議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

一
般
質
問
の
全
文
は

木
曽
岬
町
議
会
会
議
録（
北
部
公
民
館
に
て
公
表
）で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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過
去
に
何
度
も
廃
案
に

　
　
　

追
い
込
ま
れ
て
き
た
国

民
総
背
番
号
制
度
が
、
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
と
名
称
を
変

え
、
国
民
の
利
便
性
の
向
上
、

行
政
運
営
の
効
率
化
を
う
た
い

文
句
に
、
導
入
さ
れ
て
１
年
８

ヶ
月
で
す
が
、
当
町
で
の
通
知

カ
ー
ド
の
郵
送
及
び
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
普
及
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

通
知
カ
ー
ド
は
全
住
民

　
　
　

に
配
達
記
録
で
郵
送
し
、

対
象
世
帯
２
，３
３
１
件
中
１

５
３
件
分
の
返
戻
が
あ
り
ま
し

た
が
再
通
知
な
ど
で
現
在
で
は

１６
件
分
を
保
管
。
個
人
番
号
カ

ー
ド
は
、
総
交
付
枚
数
５
２
８

枚
、
交
付
率
8.2
％
で
す
。

　
　
　

ま
だ
全
員
に
届
い
て
い

　
　
　

な
い―

こ
れ
は
全
国
的

に
は
百
万
単
位
で
起
き
て
い
る

事
態
で
す
。
普
及
率
は
、
昨
年

１０
月
の
段
階
か
ら
少
し
は
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

ま
す
か
。

　

国
の
制
度
に
従
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

源
泉
徴
収
票
作
成
事
務

　
　
　

の
為
、
番
号
提
出
を
町

民
に
求
め
る
場
合
、
あ
く
ま
で

個
人
の
判
断
に
任
せ
る
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す

か
。

　
　
　

事
務
所
に
は
機
関
に
従

　
　
　

業
員
等
の
番
号
提
出
の

義
務
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
提

出
の
強
要
は
で
き
な
い
と
さ
れ

て
い
る
の
で
個
人
の
判
断
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

事
業
所
へ
の
住
民
税
の

　
　
　

特
別
徴
収
の
通
知
書
で

す
が
、
今
回
当
町
で
起
き
た
誤

送
付
の
問
題
は
、
番
号
を
記
載

し
な
け
れ
ば
起
こ
ら
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
す
か
。
番
号
を

会
社
に
知
ら
せ
て
い
な
い
人
に

と
っ
て
は
人
権
侵
害
に
も
当
た

り
ま
す
。
番
号
記
載
に
つ
い
て

当
町
で
は
ど
の
様
に
判
断
さ
れ

た
の
で
す
か
。

　

法
令
に
従
っ
て
、
本
年
度
通

知
を
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　

法
に
従
っ
て
や
っ
て
い

　
　
　

る
事
は
重
々
承
知
し
て

い
ま
す
。
が
そ
れ
で
も
各
地
で

は
大
変
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

で
、
名
古
屋
市
は
不
記
載
、
近

隣
市
で
は
い
な
べ
市
が
不
記
載
、

桑
名
市
は
ア
ス
タ
リ
ス
ク
（
＊

印
）
に
変
更
。
こ
う
い
う
状
況

を
勘
案
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

近
隣
市
町
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
先
日
県
か
ら
の
情
報
で
は
、

高
市
総
務
大
臣
が
記
者
会
見
の

中
で
、
そ
の
様
な
市
町
が
あ
る

が
、
大
臣
の
意
見
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
と
い
う
こ
と
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
引
用

し
て
答
弁
と
し
ま
す
。
大
臣
の

コ
メ
ン
ト
で
は
、
不
記
載
や
一

部
記
載
は
法
令
上
認
め
ら
れ
て

お
り
ま
せ
ん
と
。
し
か
し
記
載

し
な
い
市
区
町
村
が
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
先
般
５
月
１８

日
に
改
め
て
通
知
を
出
し
、
各

地
方
団
体
に
適
切
に
対
応
す
る

よ
う
促
し
ま
し
た
と
い
う
こ
と

で
、
大
臣
は
答
弁
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

他
に
国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
、
商
業
・
観
光
等
拠
点
整
備

事
業
に
つ
い
て
も
質
問
し
て
い

ま
す
。

中川和子議員8番議席

ここが聞きたい

一般質問
議会だより

答弁 質問

質問答弁質問

再質問

再質問

再答弁

山
田
住
民
課
長

答弁

藤
井
税
務
課
長

再答弁

藤
井
税
務
課
長

個人番号の提出は、個人の判
断に任せるべきでは？

提出の強要はできないとされて
います 町長
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川
西
農
免
、
三
崎
加
路

　
　
　
戸
線
が
出
来
て
い
ま
す

が
、
現
在
加
路
戸
丁
字
路
で
終

了
し
て
い
て
旧
道
を
使
用
し
て

弥
富
方
面
へ
抜
け
る
状
態
で

す
。
農
免
の
新
た
に
延
長
線
の

主
要
道
路
を
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
。

　
　
　

川
西
幹
線
北
端
の
加
路

　
　
　

戸
横
断
線
、
県
道
交
差

点
付
近
は
道
路
幅
が
狭
い
状
況

で
す
。
上
加
路
戸
内
部
線
全
区

間
で
車
両
の
対
向
に
苦
慮
し
て

お
り
、
対
策
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
国
道
２３
号
線
よ
り
源
緑

　
　
　
線
バ
イ
パ
ス
道
路
で
す

が
、
そ
の
先
の
延
長
道
路
、
弥

富
木
曽
岬
イ
ン
タ
ー
へ
の
乗
入

れ
道
路
へ
の
考
え
は
。
ま
た
、

国
道
２３
号
線
三
崎
地
内
の
信
号

交
差
点
で
は
、
信
号
渋
滞
を
避

け
る
た
め
手
前
の
三
崎
イ
ン
タ

ー
か
ら
迂
回
路
と
し
て
三
崎
農

道
を
利
用
さ
れ
、
地
域
住
民
は

不
便
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

伊
勢
湾
岸
、
弥
富
木
曽

　
　
　

岬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
当
町
に
隣
接
す
る
弥
富
地
内

に
あ
り
、
鍋
田
川
左
岸
側
に
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
愛
知

県
で
は
国
道
１
号
、
２３
号
と
交

差
し
、
弥
富
木
曽
岬
イ
ン
タ
ー

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
都
市
計
画
道

路
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
町
で
は
弥
富
市
や

三
重
県
と
連
携
協
力
し
、
愛
知

県
に
当
道
路
の
必
要
性
を
訴
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き

続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
早

期
完
成
の
要
望
等
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
雁
ヶ
地
福
崎
線
の
木
曽

　
　
　
岬
イ
ン
タ
ー
取
付
工
事

が
工
事
中
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
の
工
事
状
況
は
。

　
　
　

雁
ヶ
地
福
崎
線
及
び
国

　
　
　

道
２３
号
線
三
崎
交
差
点

へ
の
取
り
付
け
工
事
に
つ
い
て
、

雁
ヶ
地
福
崎
線
は
町
の
事
業
と

し
て
、
ま
た
２３
号
線
三
崎
交
差

点
へ
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
は
、

県
道
木
曽
岬
弥
富
停
車
場
線
バ

イ
パ
ス
を
北
伸
す
る
事
業
と
し

て
三
重
県
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

国
の
補
助
を
受
け
整
備
を
す
す

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方

国
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
り
、
道
路
予
算
の
確
保

に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
町
と
し

て
は
最
優
先
事
業
と
し
て
、
早

期
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
県
道
本
線
部
の
盛
り

土
工
事
も
一
部
着
手
す
る
予
定

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
並
行
し

て
交
差
点
部
の
工
事
を
国
土
交

通
省
に
施
行
委
託
す
る
た
め
の

調
整
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
バ

イ
パ
ス
事
業
の
着
実
な
推
進
並

び
早
期
完
成
を
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
要
望
活
動
を
さ
ら
に
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
国
道
２３
号
線
交
差
点
か

　
　
　
ら
バ
イ
パ
ス
道
路
と
川

西
農
免
道
路
は
一
貫
性
が
あ
り
、

道
路
ア
ク
セ
ス
は
一
番
大
事
な

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
し
っ
か

り
計
画
し
て
ほ
し
い
。

　

川
西
農
免
延
長
に
つ
い
て
で

す
が
、
事
業
と
し
て
の
計
画
は

一
旦
終
わ
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

現
場
を
注
視
し
な
が
ら
将
来
の

道
路
計
画
に
反
映
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答弁

答弁

答弁

加藤眞人議員3番議席

質問

質問

質問

再質問

道路問題に対して、
今後の取組みについて
関係機関と連携し環境問題等々、
道路整備の推進を図っていきたい 町長

再答弁

浅
野
建
設
課
長

→
川
西
農
面

←
雁
ヶ
地
福
崎
線
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

三輪一雅議員6番議席

　
　
　

さ
る
４
月
２３
日
の
町
長

　
　
　

選
挙
は
、
結
果
的
に
無

投
票
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
挙

に
な
ら
な
か
っ
た
分
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
信
任
を
受
け
た
と

は
言
え
な
い
ま
で
も
、
対
立
候

補
が
出
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
２
期
８
年
の
加
藤
町
政
に

対
し
て
一
定
の
評
価
を
受
け
た

と
い
う
見
方
も
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
選
択
肢
が

な
け
れ
ば
、
や
は
り
そ
の
評
価

は
見
え
づ
ら
い
部
分
で
も
あ
る

わ
け
で
す
。

　

町
長
は
今
回
の
選
挙
の
前
に
、

基
本
政
策
３
つ
の
柱
と
し
て

「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
、
伸
び
ゆ
く

ま
ち
づ
く
り
」
を
公
約
と
し
掲

げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
こ

れ
ら
は
具
体
的
な
施
策
は
ど
の

よ
う
な
も
の
を
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
１
期
目
の
終
わ
り
に

は
、
公
約
を
含
め
た
各
施
策
の

達
成
率
を
公
表
さ
れ
た
も
の
の
、

２
期
目
に
は
そ
れ
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
既
に
３
期
目
の
町

政
は
動
き
始
め
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

初
心
を
忘
れ
ず
、
町
民

　
　
　

主
体
の
町
民
の
た
め
の

町
政
、
誠
実
に
透
明
で
公
平
公

正
な
信
頼
の
町
政
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
安
心
安
全
の
住
み
よ
い
町
、

活
気
の
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
未
来
に
向
か
っ

て
木
曽
岬
町
発
展
の
た
め
に
全

力
を
挙
げ
て
い
き
た
い
と
申
し

上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に

最
優
先
で
取
り
組
ん
で
き
た
避

難
施
設
や
複
合
型
施
設
の
完
成

さ
せ
る
こ
と
で
町
民
の
皆
さ
ん

の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
第
一

で
ご
ざ
い
ま
す
。
防
災
・
減
災

対
策
は
、
ハ
ー
ド
整
備
と
と
も

に
ソ
フ
ト
対
策
が
よ
り
大
事
で

ご
ざ
い
ま
し
て
様
々
な
取
り
組

み
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
今
後
の
町
の
発

展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
利
便
性

を
高
め
、
一
体
的
な
地
域
づ
く

り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
は
大
都
市
近
郊

の
町
で
農
村
と
都
市
の
魅
力
が

あ
り
、
地
域
資
源
を
生
か
し
産

業
や
観
光
の
振
興
と
交
流
な
ど

の
拠
点
を
つ
く
り
、
町
の
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
未

来
を
担
う
子
ど
も
や
若
者
が
こ

の
木
曽
岬
町
に
魅
力
を
感
じ
、

愛
着
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、

幅
広
く
活
動
を
展
開
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
住
み
続
け
た
い
、

住
み
た
い
町
に
つ
な
が
る
よ
う

に
、
新
た
な
企
画
や
仕
掛
け
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

２
期
目
の
各
施
策
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
計
画
に
沿
っ
て
実

現
実
行
し
、
一
定
の
成
果
は
上

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま

し
て
、
一
部
を
除
い
て
は
全
体

的
な
評
価
は
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
長
の
公
約
に
つ
い
て

安
心
安
全
の
住
み
よ
い
町
、
活
気
の

あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す

町
長

質問

答弁



10
平成29年8月1日発行

木曽岬町議会だより

ツ ク ス

　5月26日（金）に町村議会議長会主催の新議員研修会が津で開催され、当町から今回の町議会選挙で初当選

した３名の議員が参加。「議会の基礎知識」についての研修を受けました。

新人３議員研修会に参加

　5月31日（水）東京都中野区の「中野サンプラザホール」で、平成29年度全国町村議会議長・副議長研修会

が開催され、伊藤好博議長・伊藤律雄副議長が出席。

平成29年度全国町村議会議長・副議長研修会に参加

　6月4日、恒例となりました「町内一斉清掃活

動」に議員も参加し、主要道路などに落ちてい

る空き缶などのごみ拾いを行いました。

　早朝より多くの町民の方にご参加いただいて

おり、お住まいの地域周辺の美化に向けて積極

的に取り組まれている姿を見かけました。

　今後とも、地域の環境美化にご協力をお願い

いたします。

町内一斉清掃活動に参加
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議 員ト ピ

議会日誌

16日●東員町町政50周年記念式典に伊藤好博議長出席
18日●木曽岬町長・町議会議員選挙告示
23日●木曽岬町議会議員選挙
24日●議会議員当選証書交付
27日●三重県町村議会議長会理事会・説明及び意見交
　　　換会に伊藤好博議長参加
　　　　　

12日●初議会前の議員懇談会
18日●平成29年第１回臨時会
　　●初当選議員研修会
19日●例月出納検査に伊藤律雄監査委員出席
24日●木曽岬町商工会総会に伊藤好博議長、服部芙二
　　　夫総務建設常任委員長出席
25日●桑名・員弁広域連合　出納検査に伊藤律雄副議
　　　長出席
26日●桑名広域清掃事業組合臨時議会に伊藤好博議長
　　　出席
　　●議会議員新人議員研修
30日●木曽岬神社春季例祭に議員参加
31日●全国町村議会　議長・副議長研修会に伊藤好博
　　　議長、伊藤律雄副議長参加

2017 月4 2017 月6

2017 月5

１日●議会運営委員会
４日●町内一斉清掃活動に議員参加
５日●桑名地区生活安全協会通常総会に伊藤好博議長
　　　出席
７日●平成29年第２回定例会（開会日）
　　●全員協議会
12日●例月出納検査に伊藤律雄監査委員出席
13日●平成29年第２回定例会（一般質問）
　　●議会運営委員会
15日●木曽中フェスティバル（体育的行事）に議員出席
16日●平成29年第２回定例会（最終日）
　　●桑名広域清掃事業組合へ行政視察

　6月16日（金）、木曽岬町議会第2回定例会の閉会

後に、行政視察として桑名広域清掃事業組合を視察。

　桑名広域清掃事業組合は現在RDF化施設とリサイ

クルプラザで運営されていますが、平成33年4月か

らは、新たに可燃ごみや可燃性粗大ごみの新焼却施設

と生まれ変わるた

め、現在のRDF施

設から新焼却施設

への移行経緯や新

施設の概要の説明

を受けました。

行政視察を実施しました
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改
選
後
初
の
町
議
会
定
例
会

に
あ
た
り
、
私
の
所
信
の
一
旦

を
申
し
上
げ
ま
す
。
３
期
目
の

町
政
に
あ
た
り
、
私
は
、
初
心

を
忘
れ
ず
、
町
民
主
体
の
町
民

の
た
め
の
町
政
、
誠
実
に
透
明

で
公
平
公
正
な
信
頼
の
町
政
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
安
心
安
全
の
住

み
よ
い
ま
ち
、
活
気
の
あ
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

全
力
を
あ
げ
、
町
政
の
推
進
を

は
か
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
信

任
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
ず
、
２
期
目
に
最
優

先
で
取
り
組
み
ま
し
た
避
難
施

設
と
複
合
型
施
設
の
建
設
工
事

を
完
成
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
第
一

で
ご
ざ
い
ま
す
。
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
水
防
セ
ン
タ
ー
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
と
合
わ

せ
て
複
合
型
施
設
が
完
成
い
た

し
ま
す
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
全

員
が
避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

防
災
・
減
災
対
策
は
ソ
フ
ト
対

策
が
よ
り
大
事
で
す
。
子
ど
も

さ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
や

団
体
、
企
業
な
ど
の
自
主
防
災

力
の
充
実
、
強
化
と
と
も
に
広

域
避
難
の
連
携
協
定
を
図
り
、

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
な
ど

ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
に
わ
た

っ
て
整
備
を
し
、
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
し
っ
か

り
と
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
の
町
の
発
展
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
道
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
難
題
山
積
で
あ
り

時
間
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

南
北
の
縦
軸
と
愛
知
県
側
の
東

西
の
道
路
ア
ク
セ
ス
を
図
り
一

体
的
な
地
域
づ
く
り
と
利
便
性

を
高
め
、
木
曽
岬
町
発
展
の
道

を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
当
町
は
都
市
近

郊
の
町
で
あ
り
農
村
と
都
市
の

調
和
の
と
れ
た
環
境
と
景
観
づ

く
り
に
よ
っ
て
快
適
な
生
活
環

境
を
創
造
し
、
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
ど
も
木
曽
岬
町
に

は
木
曽
川
や
伊
勢
湾
な
ど
の
恵

み
を
受
け
た
自
慢
の
特
産
物
や

観
光
資
源
と
し
て
の
桜
が
あ
り

温
泉
も
ご
ざ
い
ま
す
。
立
地
と

し
て
は
、
都
市
近
郊
で
港
に
近

く
さ
ら
に
広
大
な
木
曽
岬
干
拓

が
あ
り
、
豊
富
な
地
域
資
源
を

生
か
し
て
産
業
と
観
光
の
振
興
、

そ
し
て
交
流
な
ど
の
拠
点
づ
く

り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

町
の
活
気
や
元
気
に
は
そ
の
町

の
産
業
経
済
の
元
気
と
そ
の
町

に
住
む
町
民
の
皆
さ
ん
の
元
気

が
ご
ざ
い
ま
す
。
教
育
や
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
の
振
興
と
子
育
て

支
援
や
健
康
づ
く
り
に
介
護
予

防
な
ど
福
祉
の
充
実
を
図
り
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
元
気
な

人
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
や
若
者
が
生
ま

れ
育
っ
た
こ
の
町
に
魅
力
を
感

じ
愛
着
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
幅
広
く
活
動
を
展
開
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
や
団
体
活

動
を
通
し
て
町
民
の
絆
を
深
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
の
町
は
小
さ
な
町
で

す
が
、
大
き
な
町
に
は
な
い
、

小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ

と
強
み
を
し
っ
か
り
と
い
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。　

　

今
一
つ
は
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
が
進
む
こ
の
時
代
認
識

と
将
来
の
木
曽
岬
町
を
見
据
え
、

第
５
次
総
合
計
画
、
地
方
創
生

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦
略
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
３

つ
の
柱
と
し
て
未
来
に
向
か
っ

て
魅
力
の
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
方
創
生

事
業
の
一
環
と
し
て
若
手
職
員

ら
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や

三
重
大
学
と
の
連
携
に
よ
っ
て

子
ど
も
達
や
中
学
生
に
参
加
を

呼
び
か
け
、
新
た
な
挑
戦
を
始

め
て
お
り
ま
す
。

　

木
曽
岬
町
に
魅
力
を
感
じ
愛

着
を
持
っ
て
住
み
続
け
た
い
、

住
み
た
い
ま
ち
に
つ
な
が
る

様
々
な
企
画
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
複
合
型
施
設

を
未
来
に
向
か
っ
て
伸
び
ゆ
く

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
ど
も
に
明

る
く
住
み
よ
い
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
木
曽
岬
町
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
全
力

を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
に

と
ぞ
町
民
の
皆
さ
ん
並
び
に
町

議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
、
所
信
表
明
と
い
た

し
ま
す
。

所
信
表
明

平
成
２９
年  

第
２
回
定
例
会

（要　旨）

加藤　隆 町長加藤　隆 町長
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　議案等の審議結果です。賛否の分かれた議案のみを表示しており、他の議案は全て全会一致で賛成とされています。
　○は賛成、×は反対、欠は欠席を表示しています。
※議長は裁決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長採決となります。

審議
結果

原案
可決

原案
可決

伊 藤
好 博

中 川
和 子

伊 藤
律 雄

三 輪
一 雅

服 部
芙二夫

加 藤
眞 人

伊 藤
厚 紀

鎌 田
鷹 介

議案
番号 議案名

議員名

承認
第1号

承認
第2号

専決処分事項の承認を求めること
について（木曽岬町税条例等の一部
改正について）

専決処分事項の承認を求めること
について（木曽岬町消防団員等公務
災害補償条例の一部改正について）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

─

─

臨時会各議員の賛否

◎執行部議案
　（初　日）
■議案第31号
　平成29年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正
　予算（第1号）について
　※既決予算額に歳入歳出それぞれ105,000千円
　　を追加し、予算総額を4,495,000千円とする
　　補正予算。

議件名（議案の内容）　　　

可 決 議 案 の 内 容

　　　　

◎同　意
■同意第1号
　木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めること
　について
　※任期満了に伴い議会議員から新たに伊藤律雄　
　氏を監査委員に同意。

◎承　認
■承認第1号
　専決処分事項の承認を求めることについて（木曽
　岬町消防団員等公務災害補償条例の一部改正につ
　いて）
　※「非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定
　　める政令の一部を改正する政令」の施行に伴い、
　　国に準じた内容への条例改正について専決処分
　　したことへの承認。

■承認第2号
　専決処分事項の承認を求めることについて（木曽
　岬町税条例等の一部改正について）
　※平成29年度の税制改正において、地方税法等
　　が一部改正、施行されたことに伴い、町税条例
　　の一部改正について専決処分したことへの承認。

議件名（議案の内容）　　　

議件名（議案の内容）　　　

可 決 議 案 の 内 容

＊6月定例会の前に
　5月18日に町議会議員選挙後の臨時会が開か
　れ、議長、副議長、各常任委員長など議会構成
　が決定するとともに、同意1件、承認2件の計
　3件が原案のとおり同意、承認となりました。

　6月定例会は、7日から16日までの会期10日
間で開催し、平成29年度の一般会計補正予算案
や条例改正案など議案6件、報告4件、同意10件、
選挙1件の合計21件の審議をそれぞれ行い、全
議案とも原案のとおり可決となりました。
　一般質問では19 名の方が傍聴する中、3人の
議員が質問しました。（その内容は6ページから
の「ここが聞きたい一般質問」を参照）







平成29年8月1日発行
木曽岬町議会だより
平成29年8月1日発行

木曽岬町議会だより 16木曽岬町は、地球温暖化対策の一環として『緑化の推進』に取り組みます。
環境保全のため、再生紙を使用しています。
木曽岬町は、地球温暖化対策の一環として『緑化の推進』に取り組みます。
環境保全のため、再生紙を使用しています。

■
発
行
／
三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
議
会

■
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
498-8503 三

重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
大
字
西
対
海
地
251番

地
☎（
0567）68-6108（

直
通
）
  FA

X（
0567）66-3111

E-m
ail:gikai@

tow
n.kisosaki.m

ie.jp
V

O
L. 92

南部幼稚園・保育園
コスダ エステル カオリさん

の作品

今回の裏表紙（ぬりえ）




